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趣旨・目的趣旨・目的

• 和歌山県下の事業場を対象に、

• 新型インフルエンザの認知度、新型インフルエン新型イン ル ンザ 認知度、新型イン ル ン
ザに対する対策、新型インフルエンザに対する
対策を進めていない背景、和歌山産業保健推進対策を進 な 背景、和歌山産業保健推進
センターに望む支援などを明らかにし、

• 今後の新型インフルエンザ対策に資することを今後の新型インフルエンザ対策に資することを
目的とする。



対象と方法対象と方法

• 登録506事業場に対するアンケート調査（郵送法）

• 対象には、企業活動制限による生活面への影響対象 は、企業活動制限 よる 活面 影響
の大きいライフライン関連企業（エネルギー施設、
水供給施設、交通施設、情報施設など）を含めた水供給施設、交通施設、情報施設な ）を含

• 回収数は267件（回収率52.8％）

• ライフライン業（79）：電気・ガス・水道等の事業場• ライフライン業（79）：電気・ガス・水道等の事業場、
運輸関連の事業場、通信関連の事業場に、卸売
り小売業・飲食店り小売業・飲食店

• 製造業（76）

• その他（112）



対象と方法対象と方法

• アンケート票は、鳥インフルエンザの認知度、新型
インフルエンザの認知度、新型インフルエンザに対
する対策の状況、新型インフルエンザに対する対
策を進めていない背景、センターに望む支援を尋
ねる内容とした

比較検討比較検討

• 和経協調べ：和歌山県経営者協会が平成21年9月
に従業員50人以上の事業場101社に行った調査に従業員50人以上の事業場101社に行った調査

• 日経連調べ：日本経済団体連合会が平成21年6月
に会員企業454社に行った調査に会員企業454社に行った調査



新型インフルエンザの流行状況新型インフルエンザの流行状況
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ライフライン業の特徴ライフライン業の特徴

• 従業員が50人未満 44％

• ＳＡＲＳ（重症急性呼吸器症候群）に

対する感染防止対策 32％

• 定期的な消防訓練 46％• 定期的な消防訓練 46％

• 東南海・南海地震への対策 47％

鳥インフルエンザの認知度

• 鳥インフルエンザの認知度 72％認 度

• マスメディアから情報を入手 84％

• 感染予防方法を知っている 24％• 感染予防方法を知っている 24％



新型インフルエンザの認知度新型インフルエンザの認知度
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新型インフルエンザの独自対策新型インフルエンザの独自対策
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新型インフルエンザ対策の状況日経連調べ新型インフルエンザ対策の状況

立てている（立てようと思う） 具体的な対策

日経連調べ
衛生用品・食料備蓄 83.3％
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インフルエンザの医薬品・感染予防道具インフルエンザの医薬品・感染予防道具

医薬品（タミフルなど）の備蓄 感染予防道具（マスクなど）の
和経協調べ
備蓄品の調達 93.5％
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感染予防の啓発や指導の状況感染予防の啓発や指導の状況

感染予防対策の啓発や指導

（％）

感染予防対策 啓発や指導
和経協調べ
感染予防の意識啓発 95.7％

0 20406080

今回の流行
前

100

前から
今回の流行
に際して

79％

今後行う予定

行わない行わない

製造業
ライ ライライフライン
その他



対策を進めていない背景対策を進めていない背景

対策を立てていない理由 自社独自で準備する場合
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産業保健推進センターに望む支援産業保健推進センターに望む支援
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まとめ

• ライフライン業は小規模事業が多いために、
対策がまだ不十分な点も多い。

• しかし 今回の流行の結果 和歌山県にお• しかし、今回の流行の結果、和歌山県にお
いても新型インフルエンザ対策が進みつつ
あることが明らかになったあることが明らかになった。



研修会風景①研修会風景①

第４回 産業医等研修会
平成22年7月8日

職域における新型インフルエンザ対策について



研修会風景②研修会風景②

第４回 産業保健研修会
平成22年10月12日

職域における新型インフルエンザ対策について



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


